
三重県における
オープンデータの取組み



三重県における
オープンデータの公開の取組み



1 公開の取組について

県の公開データ利活用の実績

ESRIジャパン（株）が提供する、地域情報を知る・探すためのアプリケーション
『G-motty地域情報カタログサイト』（図１）及びスマートフォンアプリ『G-motty Mobile』
（図２）において、県の提供する「文化資産等」、「句碑」のデータが活用されています。

「三重県オープンデータライブラリ」開設 （平成27年2月）

【カテゴリ】
「防災・災害」、「健康・保健・医療・福祉」、「産業・商工業」、「文化・教育・観光」、「環境」、「法令・土地」、「統計」、「施設情報」等

【データセット数】
７9データセット（令和元年8月1日現在） ※開設当初 31データセット

３図１ G-motty地域情報カタログサイト 図２ G-motty Mobile



４

オープンデータライブラリ
トップページ

県トップページ

個別データ一覧
（カテゴリ別）

ページ下部リンク
「カテゴリ別オープンデータ」

２ 三重県オープンデータライブラリ



３ 県庁内各所属への依頼事項について

各所属がウェブサイトで公開しているデータについて、オープンデータ化の検討をお願いしています。
・幅広い利用や周知を促したいデータ
・県ウェブサイトのアクセスランキング上位に位置するデータ等、利用者のニーズの高いデータ

５

① オープンデータ化の検討

② 利用者からの要望への対応

データ利用者からデータ提供の要望があった際は、公開に向けて前向きな検討をお願いしています。
・県ウェブサイトに掲載されているがオープンデータ化されていないデータに関する要望
・他の都道府県等で公開されているデータについて、三重県版のデータ提供に関する要望

・公開を検討されるデータがありましたら、情報システム課にご相談いただければ、公開に向けた支援を行わ
せていただきます。

・グループウェアの電子ロッカーに、各所属が保有するデータをオープンデータとして公開するための技術的
指針として、「三重県オープンデータ作成要領」を掲載しています。
・機会判読性の低いデータ（pdf、画像データ等）であっても、オープンデータとして公開することは可能です。

各所属のデータについて、オープンデータ化の検討を幅広く依頼

【オープンデータ公開に向けての支援について】



４ 三重県警のオープンデータ公開

犯罪発生情報（ひったくり、車上ねらい、部
品ねらい、自動販売機ねらい、自動車盗、
オートバイ盗、自転車盗）

不審者情報（Mie Click Mapsで公開）



５ 参考：国内の利活用事例

６

１ 全国避難所データベース （提供者：電通・ゼンリンデータコム）

使用オープンデータ：地方自治体等が公開する避難所情報
内閣府と全国の自治体が公開している避難所情報に正確性・更新性・網羅性を付加してまとめている。
全国の登録避難所数約15万件。全国の自治体には周辺エリアを含め無償提供が行われている。

２ Night Street Advisor （提供者：明石工業高等専門学校 知的情報環境研究室）

使用オープンデータ：街路灯データ
地図上の経路情報に、街路灯情報を基に計算された夜道の明るさを重ねて表示するアプリ。
知らない街でも「どれくらい時間がかかるか」ではなく「いかに安心か」で経路を選択できる。

３ さっぽろ保育園マップ （提供者：Code for Sapporo パパママまっぷチーム）

使用オープンデータ：保育施設・国土数値・地図情報
保育園や幼稚園は管轄が厚労省、文科省、各自治体と異なるため、一元化された情報が得にくかった。
認可・認可外保育園や幼稚園が地図上に表示され、任意の点から一定距離にある施設も検索可能。

４ アグリノート （提供者：ウォーターセル（株））

使用オープンデータ：農林水産消費安全技術センター（FAMIC）農薬データベース
農薬・肥料データの参照には手間がかかり、作業記録の管理も手書きが多く労力が必要だった。
スマホから農業日誌・圃場管理が出来、農薬・肥料データを確認しながら使用記録の入力が可能。

５ カーリル （提供者：（株） カーリル）

使用オープンデータ：図書館蔵書データベース
現在地を登録しておくことで、近隣の図書館の蔵書・貸し出し状況を確認できる。
自治体が予算をかけずに使い勝手の良いサービスが制作され、図書館の利用促進につながった。



三重県における
オープンデータ活用の取組み

１ オープンデータと産業振興

２ オープンガバメント推進協議会への参加

３ シビックテックとの連携

４ オープンデータを使ったイベントの開催



１ オープンデータと産業振興

オープンデータは、行政機関等が保有する
データを機械判読に適した形式で、営利目的も
含めた二次利用が可能なルールで公開したもの
です。

公共データをオープンデータ化することで、
行政の透明性や県民サービスの向上のほか、他
のデータと組み合わせることによる新たなサー
ビスの創出などが期待されています。

１



２ オープンガバメント推進協議会への参加

三重県では、オープン
データの利活用等を推
進するため、平成２６
年度からオープンガバ
メント推進協議会に参
加しています。

オープンガバメント推進協議会

参加自治体

千葉市、奈良市、福岡市、武雄市、

室蘭市、大津市、郡山市、日南市、

浜松市、桑名市、三重県

オブザーバー参加自治体

流山市、つくば市、熊本市

２

（平成３０年度の公開シンポジウム）



３ シビックテックとの連携

３

(1) シビックテックとは？

テクノロジーを活用して
住民自身が社会や地域の課
題を解決しようという取組
です。

(2) 県内の活動主体

県内には、「Code For 
○○」がありません。

三重県では、現在、「Ｕ
ＤＣ三重」と連携した活動
を進めています。

2018年度のＵＤＣみえの活動
８月 キックオフイベント
10月 ワークショップ
11月 アイデアソン



４ オープンデータを使ったイベントの開催
県内の高等教育機関と協力して
若者向けイベントを実施

４

ＲＥＳＡＳは、産業構造
や人口動態、人の流れなど
官民ビッグデータを集約し、
可視化するシステムです。

経済産業省と内閣府によ
り提供されており、誰でも
利用できます。



三重県内市町における
オープンデータの取組み



市町でのオープンデータ公開状況
令和元年８月現在

•津市オープンデータライブラリ「みんなのデータ」
•オープンデータよっかいち
•伊勢市オープンデータライブラリ
•桑名市オープンデータポータルサイト
•オープンデータ／いなべ市ホームページ
•オープンデータ／志摩市ホームページ
•オープンデータ／鈴鹿市ホームページ
•オープンデータ／亀山市ホームページ

８市が公開済み
県内の取組の割合は２７％

国は令和二年度末までに
１００％を目指しています

http://www.info.city.tsu.mie.jp/www/contents/1001000000855/index.html
http://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/contents/1001000000271/index.html
http://www.city.ise.mie.jp/item/39901.htm
http://www.opendata.city.kuwana.lg.jp/
http://www.city.inabe.mie.jp/opendata/index.html
https://www.city.shima.mie.jp/opendate/index.html
http://www.city.suzuka.lg.jp/kouhou/city/opendata/index.html
https://www.city.kameyama.mie.jp/soshiki/sousei/soumu/johotoukei/docs/2019021400018/


「三重県内の公共交通ネットワー
クの見える化」プロジェクト



コミュニティバスの情報を
オープンデータで公開！

• 伊勢市が運営するコ
ミュニティバスの情報を
オープンデータで公開
する（GTFS-JP形式）こと
により、Google Mapや
Yahoo乗換案内などで

検索することが可能に
なりました。



「三重県内の公共交通ネットワーク見える化」プロジェクト①

三重県生活交通確保対策協議会では、インターネットを通じたバス路線等の乗り継ぎ情報の掲載率向上及びサービス普及を進め
るため、「三重県内の公共交通ネットワーク見える化」プロジェクトを平成２７年度から実施しています。

時刻情報等を入力する共通フォーマットを作成し、コンテンツプロバイダへデータ提供を行うことによって、一部の市町では、イン
ターネットによる検索等が可能となっています。順次、インターネットによる検索等が可能となる路線を増やしていきたいと考えていま
す。

公共交通利用促進ネットワーク

市 町

更新
履歴
シート

自治体情
報
シート

系統
情報
シート

事業者
情報
シート

停留所情
報
シート

時刻
情報
シート

・総合相談窓口、進捗管理等

三重県生活交通

確保対策協議会

マニュアル
提供

コミュニティバスを運行
している市町

・コンテンツマネジメントシステム（ＣＭＳ）
の提供、（時刻、バス停、運賃、運行日の保

守）

「もくいく」は路線バス目的地検索システムであ

り、株式会社ユニ・トランドが運営しています。

株式会社ユニ・トランド

コンテンツ
プロバイダ各社

公共交通利用者

スマートフォンなどでバスの
運賃、時刻検索が可能に

ダイヤ改正、運行ルート改正
などに対応してデータ修正提供

共通
フォーマット
作成
支援

バス停と公共施設等を紐付けし
施設等による検索を可能にする

バスロケーション等への展開

共通
フォーマット
管理
支援

共通
フォーマット
提供

検索等サービス
提供

バス
利用増

・停留所、路線マスタの整備

・停留所位置の調査 ・路線図の作成

・コンテンツプロバイダへのデータ受け渡し

（軌道に乗るまで）

・ダイヤ改正や季節ダイヤのフォロー

利用者・交通事業者・行政の橋渡しなど、
公共交通に関するボランティア活動を行う
任意団体です。



「三重県内の公共交通ネットワーク見える化」プロジェクト②

平成31年度から、公共交通利用促進ネットワークに協力をいただき、インバウンド対応に必須である
「Google」や、日本人に身近な「Yahoo」での路線検索に対応するため、「GTFS-JP」と呼ばれる新たな
形式のデータ作成に取り組みたいと考えています。

この事業は、専門的知識を必要とする複雑な作業となるため、実施を希望する事業者には一定の負
担をお願いしたいと考えています。

市町（公共交通会議等）

三重県生活交通

確保対策協議会

見える化
事業負担金

・作成した共通フォーマット

の保守

・管理用Googleアカウントの作成、契約

・ダイヤ改正時等の県・公共交通利用

促進ネットワークへの情報共有

〇現在のところ、5市町が平成31年度から参加

意向を示しています

GTFS-JP対応
意向調査

・共通フォーマットをもとに「GTFS-JP」データを作成

・完成した「GTFS-JP」データをGoogleに送付

・Google対応後の継続したメンテナンス

・その他必要なサポート

公共交通利用促進ネットワーク

データ掲載に
係る契約

費用の支出

データ提供

契約時の
サポート

・鉄道等、他の移動手段を含めた総合乗換

検索サービスの提供

・Google マップ上での経路表示

・インターネット、スマートフォン等での

検索が可能

共通フォーマット
の提供

Google等

・総合相談窓口、進捗管理、市町への意向

調査の実施、負担金の徴収・支出等



コミュニティバスの情報を
GTFS-JP化を希望される際は

三重県地域連携部交通政策課
(059-224-2850)

までご連絡ください


